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２０１７年度文学部卒業論文題目
【行動科学科】
〈哲学講座〉
石原 諒太 『存在と時間』における配慮的気遣いの対象について
小菅生草太 紛争終結時の裁判と当事者間交渉における第三者の機能可
能性―公平性に着目して―
齋籐 舞 小説を読むことから見る小説の価値
佐藤 唯 安楽死の法制化の是非について
清水 雄登 ‘芸能人’という存在の意味―テレビ番組における‘芸能人’
の存在の特殊性
瀧 しおり ロールズ正義論と個人の多様性―障害者の問題を中心に―
玉木彩央里 中国古代における孝の思想について―舜を通してみる孝子
の姿―
戸羽 航也 決定論と責任は両立するか
中村孫太郎 ダントーによる芸術作品の本質的定義の妥当性とその可能性
西川 真央 欲―荀子の「性悪説」に見る欲望―
林 則行 対面的スポーツにおける勝利至上主義
廣澤 遼 ８年間の学生生活での私の心の動き
深堀 晃世 リバタリアンの批判的検討―ケインの議論における自由
な選択概念についての考察―
〈認知情報科学講座〉
安彦 勇祐 手話多人数会話における次話者自己選択時の話し手と聞き
手の振る舞いの分析
伊賀 優花 関西弁会話における話者交替の特徴に関する分析
井口 蓮 視覚刺激の運動方向による反応時間への影響の研究
今岡 尚子 ハトの視覚探索における注意の働きの検討
今村 楓 位置見本合わせ課題を用いたハトのメタ認知研究の試み
１９１
押村ひろの ハトにおいて感覚刺激は感覚性の強化力をもつか？
賀來 歩 共食会話における円滑なジェスチャーの使用に関する分析
川崎 琴美 相手との関係性によるあいづち表現の違い
倉田 早希 情報処理傾向の違いが知覚的対比・同化に与える影響の検
討―ハトを用いた比較認知研究―
栗本 怜 カテゴリ化における般化パタン・連合強度に対する記憶の
影響―種間比較による検討―
齋木悠里子 ハトの視角探索における連合プライミングの検討―探索項
目の視認性の効果―
澤田あかり 落語を題材とした笑いの起きる話し方の研究
島田紀和子 変化検出課題を用いたハトにおける視覚的短期記憶の検討
谷端 直人 SVRを用いた日本競馬における高精度な勝ち馬予測モデ
ルの考察
吉田 美季 ハトの変化盲における探索項目のカテゴリ・背景刺激特性
の影響
〈心理学講座〉
浅沼沙也加 数字を用いた比率判断
味澤 泰征 境界のある地図上の空間において距離判断にカテゴリーバ
イアスが及ぼす影響
石井 希 情景認知における色の効果と視野の関係性の検討
伊藤 賢星 継時提示に対する選択方略―段階的選択方略による魅力効
果への影響―
上ノ町友紀 Feeling of knowing判断に及ぼす外部情報の影響―意味記
憶課題とエピソード記憶課題を用いた検討―
工藤 高志 Motion-induced blindnessが注意課題に与える影響
久保 達哉 感情規制方略と広告の効果が募金活動に与える影響
佐々木千佳 性格特性語の記憶に及ぼす符号化操作の検討
佐藤ふみか Mental Rotation能力とPerspective Taking能力の差異と
個人内要因の関係
柴田 愛実 Usefulnessを考慮したCreativityの測定および個人差指標
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１９２
との関連の検討
中西 裕香 感情価と覚醒度が時間の長さに及ぼす影響の検討
長島 聡之 顔の表情画像によって引き起こされた感情が時間知覚に与
える影響
長谷川麻帆 評価的条件づけを利用した楽観性の基礎過程の検討
増田 千晶 活動性を中心とした映像の印象が音楽の印象に与える影響
の検討
森山希美子 ネガティブな状況における動物への感情的反応に、心性評
価やfamiliarityが及ぼす影響の検討
村田真悠子 視覚探索課題が刺激の印象評定に与える影響について
宮川 鈴帆 ネガティブな感情を引き起こす刺激を用いた誤情報効果の
検討―中心情報と周辺情報の相違について―
簗嶋ちひろ 自信の構造及び類似概念との関連性の検討
山田 悠太 Flank transparencyに影響を及ぼす運動の特性
山本 真鈴 拒絶場面での援助行動に拒絶経験が及ぼす影響―受容の可
能性認知と共感に着目して―
吉次 京子 図と地の配色パターン変化が印象評価に及ぼす影響
〈社会学講座〉
岩田眞央子 高校生の伝統的性役割観と専攻選択の関連について―文系
理系の枠を超えて―
上川紗代子 「アートのまち取手」に見る郊外の芸術文化政策
内村 真織 女性キャリア継続と断続について―女性の育児休暇の取得
をめぐって―
加藤 寛 性表現規制議論が非性的であることの考察
川上 優紀 アニメコンテンツ・ツーリズムによる地域振興の可能性
菊地 結己 「女子力」という言葉について
北川 夢菜 フィクションの会話におけるリアリティについて
窪木広太朗 和装が持つ非日常性に関する考察
佐藤 夏海 つながりとネットワークから考えるネットいじめ
澤村亜衣美 暴力をめぐる放送規制と社会のつながり
１９３
白井 朋美 楽器習い事を選択する要因とピアノ習い事という選択肢
杉井 智裕 孤独死研究の方向性の検証と新たな一歩
鈴木 葵 家族の営みに必要な夫婦の歩み寄り
鈴木 南音 １９６０年代以後の日本社会におけるうつ病の概念的変遷
―なぜうつ病の診断は増加したのか―
高尾 明佳 ソーシャルメディアから見るコミュ障とコミュニケーショ
ン障害
高木 遥香 セクシュアルマイノリティの表象―バラエティ番組におけ
る「オネエ」の分析から―
竹下 峻平 近年における施設での高齢者虐待件数増加の妥当性
松田香緒里 行列における人々の相互行為
松藤 奈緒 「顔が普通でないこと」と「生き辛さ」の関係性
御園 辰哉 ネット時代の共同性から新しい共同体へ―鈴木謙介の共同
体構想を通して―
森 瑞穂 相互行為儀礼を用いた外来文化の定着過程の分析
森 優里菜 矢嶋楫子の天皇崇拝・賛戦論からみる宗教
渡邉伸之輔 男性の育児
〈文化人類学講座〉
小川 聖真 物語の文法―『姥皮』と『涼宮ハルヒ』を例に―
杉山 仁木 遠い日々の行方―介護保険制度下におけるケアの経験―
西坂 季恵 肉食のベジタリアンと菜食主義者―ヒンドゥー教と菜食主
義者像と日本における在留インド人の食実践から―
増田 馨 GIS分析の民族誌的応用について
籾山瑛里佳 希望と障壁―ひとり親家庭の子供とその未来―
【史学科】
呉 在浩 朝鮮３・１独立運動と日本の知識人―吉野作造・柳宗
悦・石橋湛山―
渡邊 秀平 ヘラ状骨角器の分析
山本久瑠実 都市マクデブルクにおける大司教ヴィヒマン時代（１１５２―
千葉大学 人文研究 第４８号
１９４
１１９２年）のミニステリアーレン―証人リストの登場傾向
から―
粟飯原 敬 第二次世界大戦参戦問題に関するスペイン「王党派軍人」
の言説と立場について―アルフレード・キンデランを中心
に―
伊藤 静香 実録体小説における天草四郎像の変遷とキリシタン認識
伊藤由己男 バフリーマムルーク朝の文書行政
内津マリノ 日本の台湾統治における「内地延長主義」について―「法
三号」の成立過程と衛生行政の実態に注目して―
小野 嗣知 初期香港における植民地政策及び都市形成―香港島の地
理・環境を踏まえたイギリス領香港の開発についての考察―
小笠原 匠 中世フランスにおける毛織物の持った経済的な影響力につ
いての考察―フランス王ジャン２世の会計帳簿の分析か
ら―
菊池結美子 ヴェネツィアにおけるカーニヴァルの変遷―祝祭と国家を
めぐって―
小池 雪乃 武家奉公人の変質と労働環境―人宿の検討を通して―
斉藤 智喜 日本近世の尾張藩鷹場における鷹場支配―藩役人・御鷹場
御預り御案内役・村方の関係に着目して―
坂口あかね 伊達氏分国法『塵芥集』の性格
佐藤 優香 矮人を連れたバルタサール・カルロス皇太子から見るベラ
スケスが描く王家の子供たちの肖像画
塩野 麻子 明治後期における結核とその病者の表象―自己・自我の
「救済」としての結核イメージ―
柴 百合香 １６世紀イタリアにおける聖アガタの二面性―セバスティ
アーノ・デル・ピオンボ《聖アガタの殉教》を例に―
鈴木 詩織 ルーカス・クラーナハの裸体表現―《ルクレティア》とイ
タリア・ルネサンスの関係―
高野 定夫 国民各層の見た敗因―「大東亜」戦中の敗戦憶測と、戦後、
いまに至るまでの敗因観を探求する―
竹岡 奈々 石像と厄払い行事からみた葛飾区周辺での道祖神信仰の変容
１９５
照井絵梨奈 現代日本の美術展覧会におけるフォトスポットを用いた広
報の変容―若冲展を中心に―
根橋 希 伝記を使用した道徳教育とその歴史的変化―戦後国語教科
書から姿を消した伝記教材をめぐって―
萩原 弘幸 １６００年前後におけるオスマン帝国の軍事的優位の変化
―オスマン側の認識と対応―
平賀 怜 現場の視点からみる戦後教育の出発点―教師の動向を中心
に―
古村 優 アジア・太平洋戦争下における音楽家―堀内敬三を中心に―
増田 優利 ロシア革命の土着的源流―ナロードニキ主義、特にチェル
ヌィシェフスキーを中心に―
松井 康政 近世利根川水運における河岸の変化―水戸藩領の煙草を中
心に―
三原 和将 中世和鏡の生産と流通に関する考察―鶴を主体文様とする
和鏡を中心に―
宮本 眞衣 愛国啓蒙運動の啓蒙手段―西友学会・西北学会を中心に―
吉沼 直哉 野球の娯楽化と戦後の早期復活―「野球狂時代」の検証を
通して―
吉水 毬乃 イスラエル占領下における文学―Birzeit Universityの事
例を中心に―
深川 萌子 ジェフリ・オブ・モンマス著『ブリタニア列王史』の宗教
性と意義―１２・１３世紀イングランドにおけるその限界―
番場あかり アイヌ民族に関する展示表象の変遷と「現代」―博物館と
美術館における展示方法の違いとその比較を中心に―
岸本 高充 弥生時代―古墳時代移行期の群集墳における墳墓区画の変遷
森永 未夢 社会に働きかける美術批評―美術雑誌『美術新報』を事例
に―
【国際言語文化学科】
石原 俊 『竹島／独島問題』に関する日韓各紙の比較
大岩なつみ The Criticism of the Real-World Society through
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１９６
Magical Creatures in Harry Potter―Werewolves,
House-Elves, Hipogriffs and Dementors―
小黒 歩実 チューターと留学生の対人関係形成―縦断的にみるイン
ターアクションと関係の変移に注目して―
山内 湧登 ドイツ語史における語義変化―arbeitからArbeitに至る過
程―
青木 裕子 日本在住トルコ出身者の言語使用―使用中心言語ごとにみ
える特徴―
浅野真夕葵 鐘の音を主題とする３作品の比較―ポー、バリモント、
ラフマニノフ―
浅本 真由 Possession and Double Object Constructions
今井 里彩 ホセ＝ムヒカ元ウルグアイ大統領に関するスペイン語圏
２か国の新聞社による報道比較・分析
上嶋 香菜 日本語の男女差における日本語非母語話者の意識―アン
ケート調査による日本語母語話者との比較を中心に―
大沢 綾 『蝶の舌』における「モンチョの成長」と「スペイン内戦」
を巡る監督ホセ・ルイス・クエルダの意図
大嶌あずみ ドストエフスキ 『ー罪と罰』における「物化」への抗い―ミ
ハイル・バフチンのポリフォニー論をふまえて―
緒方 保希 スペイン語の第三者言語接触場面における言語問題―多言
語話者のコードスイッチングの機能とその使用意識―
片桐 菜摘 外国人集住地域における日本人と外国人の共生―子どもた
ちの果たす役割―
勝山 貴史 Subject-to-Object Raising Constructions in English
川上あゆ美 A Musical Analysis of Rock’n’Roll in the United States:
１９５６―１９５９
木田 奈摘 マンガにおけるジェンダー―戦う少女におけるヒロイン像
と母親像を中心に―
小佐々夏果 スペイン語とイタリア語における再帰構文比較
小林 摩美 Restrictions on Passivization
佐伯 星 The Relationships between Characters and Places in
１９７
The Sun Also Rises : Hemingway’s Praise for the Strong
Connections with Land
酒巻 苑実 『レ・ミゼラブル』の登場人物に見る革命期から１９世紀前
半のフランス女性の境遇
坂本 清佳 ホフマンスタールの『アラベラ』について
佐々木香奈 映画『最強の二人』（Intouchables）における格差と平等
佐々木美音 An Analysis of the Voices of Woman Activists of the
Civil Rights Movement
澤野 裕太 １９８０―９０年代のロシアにおけるニコライ２世の文化的表象
椎名 亮太 ブレヒトの演劇理論と『三文オペラ』
下田奈帆子 Sobre el guin de Hable con ella『トーク・トゥ・ハー』
の脚本について
杉山 幸輔 The Reception of the Beatles in Japan
塚野由貴奈 １８３０年代から２０世紀初頭のフランス・モード誌から読み
解く女性の社会規範
月田 佳穂 『グリム童話』の残酷性に関する考察
中園信太郎 現代ロシア映画に表象されるチェチェン
那須向日葵 An Analysis of the Effect of Figures of Speech in Ang
Lee’s Life of Pi
橋本 梨央 カフカのユダヤ人意識と動物物語について
平山 詩織 Le Petit Prince『星の王子さま』におけるバオバブ
前田 充代 １９２０年代のライフスタイルが女性服に与えた影響―フラ
ンスのギャルソンヌと日本のモダンガール―
松下 可奈 『ミツバチのささやき』El espritu de la colmena における
登場人物が体現するもの
村田万祐子 『赤い薔薇ソースの伝説』における怒り
諸橋 輝 エンリケ・バリオス『アミ 小さな宇宙人』サン＝テクジュ
ペリ『星の王子さま』―両作品における大人の役割につい
て―
矢木友梨奈 教育は誰のためにあるべきか―日本とフィンランドの比較
を通じて
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山本 寛之 描かれる「欲」―『アデル、ブルーは熱い色』にみる欲の
かたち―
渡邊まり子 Fatih Akin, Auf der Anderen Seite（ファティ・アキン
『そして、私たちは愛に帰る（邦題）』における新たな移
民像）
【日本文化学科】
伊藤 鈴子 北海道アイヌのイヌ観―イヌをめぐる習俗と口承文芸―
稲垣 実里 万葉恋歌における序詞
岩木 玲 「船の近代化と漁師の信仰―銚子市外川町の事例を中心に―
岩瀬明日香 川上弘美『センセイの鞄』論
岩森 彩香 有川浩『図書館戦争』シリーズ論―「受容」を考える―
ウスモン・マヒノーズ タジク語と日本語の断り表現の比較
大崎紗也加 「桜の樹の下には」受容に関する考察
熊谷奈那子 谷崎潤一郎「蘆刈」についての考察
小森 聖子 吉屋信子『女の友情』論
佐々木理緒 形容詞「かわいい」の意味について
佐藤 和希 干し芋生産の地域性に関する研究―茨城県ひたちなか市お
よびその周辺地域の産地形成と現状・課題―
澤野 夏穗 質問場面における「教室仕様」の日本語について
鈴木 温子 なでしこの文学史―「やまとなでしこ」像の形成―
鈴木 柚佳 狐観の変遷―サブカル作品にみる狐―
高松 美聖 純文学と大衆文学の境界線―江國香織の作品から―
永井 智子 泉鏡花の怪異小説に見る都市東京
西村 彩香 千葉県における言語サービスに関する研究―「やさしい日
本語」を中心として―
福永 京香 「アイヌと日本の子守唄の比較」
藤岡 茉里 日本語における無生物主語他動詞文について―その許容度
と他動性の関係―
舩山 美沙 日本語歌詞における終助詞について
前田香緒理 『無名草子』研究―「女」の価値観とその視座―
１９９
武藤 有紀 評価を表すとりたて助詞について
八重樫萌絵 現代菓子文化における和洋折衷菓子と「和スイーツ」
山本 優花 『万葉集』と『古今和歌集』における掛詞と縁語の変遷
湯本 啓希 山梨県甲州市勝沼町におけるブドウ栽培―傾斜地区におけ
る醸造用ブドウを中心とする栽培農家と経営形態の特色―
吉澤 明莉 近代文学に見る近世文化受容―永井荷風『柳さくら』―
米道 暁 富山県における食文化の基層―昆布食文化を中心に―
石井 優菜 共感覚比喩の味覚形容詞
芝原 愛奈 『偐紫田舎源氏』におけるパロディ
駒宮 唯香 日本文学における仙人
神 麻弥 映画字幕における日本語表現
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